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Nuclear heat shock protein 110 expression is associated with poor prognosis and chemotherapy 
resistance in gastric cancer 



























有意に多く (P = 0.0464)，予後不良であった (P = 0.0169)。予後に対する単変量・多変量解析で
は，核HSP110高発現は独立した予後不良因子となった (RR 1.35, 95%CI 1.09-1.70, P = 
0.0068)。またフッ化ピリミジン系薬剤をベースに術後補助化学療法を施行した48例の患者にお





 - 2 - 
びCisplatinを投与すると，HSP110抑制群において抗癌剤の感受性がControl群と比較して増加
した (P < 0.05)。 
【考察】 
今回の検討では胃癌における核HSP110の高発現が予後不良と関連していた。これまでに，肺
腺癌や結腸直腸癌においてHSP110の高発現が予後不良と関係することが報告されており、われ
われの結果と同様であった。一方で、食道癌において細胞質HSP110の発現はCD4陽性T細胞の
浸潤と関連し,細胞質HSP110の高発現が予後良好と関係することが報告されている。このよう
にHSP110はその局在により機能が異なるため，免疫染色による局在の評価が臨床的意義の解析
に重要であると考えられた。 
さらにHSPと抗癌剤感受性との関係について，これまで種々の悪性腫瘍において各種のHSP
ファミリーの発現が抗癌剤の耐性に関与していることが報告されている。今回の検討でも，術後
補助化学療法を施行した患者の予後が核HSP110高発現群で有意に不良であり，in vitroの検討
においてもHSP110抑制細胞で抗癌剤の感受性が増加しており，これまでの報告と同様であった。
このため，HSP110が胃癌における抗癌剤の治療抵抗性に関与していることが示唆された。 
【結論】 
胃癌におけるHSP110の発現は，胃癌の進行や予後に対する有用なバイオマーカーとなる可能
性が考えられた。さらに既存の抗癌剤に治療抵抗性の患者に対してHSP110が新たな感受性マー
カーおよび新規分子標的治療薬となることが期待された。 
